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2024年 全日本椅子張同業組合連合会常任理事 / 北海道中小企業団体中央会上川支部支部長

2025年 国際家具デザインフェア旭川(IFDA)開催委員会会長

株式会社北海道バレル起業 代表取締役会長に就任

 株式会社北海道バレルを起業し代表取締役会長に就任 



森は様々な樹木と数えきれないほどの多様な動植物や微生物に

よって構成されています。山から流れる河川は肥沃な大地をつく

り農業を支え、森から運ばれる養分は豊かな海を育みます。伐り

だされた木材は建築、家具、製紙、バイオマス燃料の原材料とし

て産業の源となり、とりわけ北海道の大森林は、木材の供給地と

して重要な役割を果たしています。

さらに近年、森林の非利用価値が評価されてます。原材料として

利用しなくても生態系や私たちの暮らしに大きな利益を提供し続

けていると言われています。さらに突き詰めれば、人間が生み出

しているように思える経済的価値も、実はそのほとんどが自然由

来であることが再評価されています。



森の話１ 自然の恵みの価値を計る



OECD先進国の中で、日本はフィンランドに次いで森林率の

高い国です。しかし、その資源が有効に使われずに様々な問

題を起こしています。戦後の木材需要を見越して盛んに植え

られた杉は、輸入材にその市場を奪われ不健康な森の増大に

つながりました。日本では森林の成長量が木材の国内需要を

賄えるのにも関わらず、一時期は自給率が２０％を割ってし

まいました。ここ数年で40％を超えてきましたが、さらなる

国産材の活用が求められます。

森の話２ 日本は森林大国

世界各国の森林率
（国土に占める森林面積の割合）

（％）

森林・林業学習館より

自国の森林資源に対する年間伐採量

森林・林業学習館より

木材自給率推移



国土面積の２２％を占める北海道の７１％は森林に覆われて

います。その４８％はカバやナラなどの広葉樹であり、全国

の２７％が蓄積していると言われています。また我が国の国

有林の３７％は北海道にあり北海道の５５％は国有林です。

日本の森林政策にとって北海道は極めて重要です。一時減少

したものの近年は増加に転じた天然林と順調に成長する人工

林による豊かな森林は、北海道にとって経済的にも大きな潜

在力になっています。北の大地の農業や林産業、家具産業は

森を起源とする豊かな自然を背景に発展してきました。した

がって、適切に利用して森を育てることが大切です。

北海道の森林蓄積の推移

森の話３ かつて広葉樹王国と呼ばれた北海道



「旭川家具における

北海道産広葉樹の利用促進に向けて」

【報告書】

北海道産広葉樹利用促進研究会



・ウッドショック
・ロシア産材の日本への輸出禁止措置
・円安
・国内の木材需要の高まり

→良質な材料確保が困難に
→道産材も、価格高騰・品薄の状況に

１ 木材をめぐる現状と課題

●良質な家具材を安定的に確保するためには
従来材に樹種を絞らず、より広範な道産材を利用することが有効



●旭川家具工業協同組合などからの要請を受け、
旭川市工芸センターにより立ち上げ （2022年１１月３０日）

●研究会の目的

・より広範な種類の道産材の利用に向けた具体的な研究を行う

１） 資源量の把握（一定の供給量を確保できる樹種の選定）
２） 樹種強度の把握（材料強度試験、製品強度試験）
３） 家具材として利用可能な樹種候補の選出
４） 家具業界としての需要量予測

２ 北海道産広葉樹利用促進研究会の発足



●研究会の構成

旭川林産協同組合

旭川家具工業協同組合

道総研 林産試験場

旭川市工芸センター

北海道大学工学研究院

(公財)ノーステック財団

(一社)北海道林産技術普及協会

(国研)森林総合研究所

(株)商工組合中央金庫旭川支店

公立はこだて未来大学

＜オブザーバー等＞



●広葉樹の正確な資源量把握は、現時点では困難
・ノーステック財団などで、ＤＸによる資源量調査の研究等を実施中

●山の樹種構成割合 ≒ 「北海道産銘木市」での取引量割合と考える

「北海道産銘木市」

・主催 ： 旭川林産協同組合

・1967年より、年１０回の開催

・９割超が全道各地から集荷される
道産広葉樹

３ 広葉樹資源量の把握



●銘木市での樹種別取引量割合

※総取引量を１００％とした値 （2013年～2021年の9年間平均値）
※上記以外は２.０以下

樹 種
取引量割合
（％）

ナラ ２７.０

メジロカバ １２.８

タモ １１.０

セン ６.５

シナ ４.６

イタヤカエデ ３.５

ニレ ２.５

カツラ ２.３
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ナラ

メジロカバ

タモ

セン
シナ

イタヤカエデ

ニレ

カツラ

その他



４－１ 材料強度試験

・昭和木材㈱ 提供の試験体を、旭川市工芸センターにおいて試験

（１）曲げ強さ試験 （破壊時の強度を測定）
（JIS Z 2101 15）

４ 樹種強度の把握

断面形状：１辺が20～30mmの正方形

スパン：断面の辺長×14

荷重速度：１～２分で破壊する速度
（今回は１０mm/分）
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曲げ強さ試験 



（２）せん断強さ試験 （破壊時の強度を測定）
（JIS Z 2101 17）

繊維方向

（ａ） （ａ）

（ｈ
）

荷重速度 ： １～２分で破壊する速度
（今回は２mm／分）

断面寸法（ａ） ： 20～50mm
せん断面長さ（ｈ）： 〃



（３）圧縮せん断接着力試験 （接着面がはがれた時または破断時の強度を測定）

（JIS K 6852）

接着剤：α-オレフィン系 接着圧力：10kgf/㎠ 養生期間：１週間

荷重速度：0.5～3.0mm/分
（今回は0.5mm/分）

繊維方向

板厚：5～15mm
（今回は10mm）
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せん断強さ試験、圧縮せん断接着力試験



（４）表面硬さ試験 （めり込み時の強度を測定）
（JIS Z 2101 21）
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表面硬さ試験



●材料強度試験結果

気乾比重文献値は、「道産木材データベース(道総研林産試験場)」による。 ただしクリは「木材の種類と特性(日本木材総合情報センター)」による。

19

No. 樹 種

比重(全乾) 材料強度（kgf/cm2）青字はデータ幅

青字は
乾比重文献値

曲げ強さ せん断強さ 圧縮せん断接着力(及び破断率) 表面硬さ

柾目 板目 柾目 板目 柾目 板目

1 ナラ
0.71 1,830 190 208 143(100) 157(55) 21 27 

0.68 1,549～2,075 156～212 141～263 80～180 135～170 18～25 20～35

2 メジロカバ
0.66 1,643 219 220 167(100) 198(80) 16 25 

0.67 1,585～1,755 210～226 153～263 147～200 158～220 15～17 19～31

3 タモ
0.66 1,470 173 196 156(85) 192(60) 21 23 

0.55 1,209～1,649 164～184 187～206 81～218 136～231 18～23 16～33

4 イタヤカエデ
0.64 1,290 189 224 155(55) 131(55) 21 30 

0.65 1,002～1,538 148～223 126～264 146～162 84～247 19～23 25～35

5 ニレ
0.60 1,048 144 145 140(45) 124(85) 16 18 

0.63 792～1,366 95～165 80～167 105～167 94～139 12～19 14～25

6 サクラ
0.59 1,110 148 176 94(90) 126(90) 21 27 

0.62 740～1,270 121～169 150～210 52～169 86～205 17～29 23～35

7 セン
0.52 990 141 126 106(100) 84(55) 12 14 

0.52 912～1,049 105～154 114～136 67～150 62～137 9～16 10～19

8 シナ
0.49 952 91 100 93(100) 98(90) 7 11 

0.50 916～983 85～95 89～110 51～123 64～135 6～9 8～12

9 ホオ
0.48 997 103 122 104(100) 113(100) 7 11 

0.49 842～1,081 89～124 113～135 52～144 43～168 4～10 9～15

10 クルミ
0.48 820 138 159 127(50) 112(60) 14 22 

0.53 694～897 109～165 141～169 100～148 68～156 12～18 18～25

11 クリ
0.47 715 123 132 102(100) 115(95) 12 19 

0.55 641～747 79～142 106～161 79～115 103～143 8～18 10～26

12 キハダ
0.46 850 110 134 124(80) 104(75) 7 9 

0.49 735～1,003 65～152 119～154 67～134 131～165 3～10 6～13

13 ハン
0.44 918 103 100 79(100) 78(100) 6 8 

0.53 863～970 94～121 91～113 38～114 36～113 4～8 6～10

14 カツラ
0.44 820 116 119 85(90) 94(95) 9 11 

0.50 514～1,108 100～125 88～135 40～134 65～121 6～14 8～13

参考 ウォールナット
0.55 992 154 152 161(94) 142(94) 17 21 

0.63 874～1,127 130～179 111～172 135～181 89～176 15～20 16～25
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●材料強度試験結果



●材料強度試験結果のまとめ

・比重が大きくなるにつれて、各強度が増す傾向にある。

ただし、
・比重が小さくても比較的強い材
・柾目面と板目面で、強度特性や接着強度が異なる材
など、特性は様々。

・（曲げ強さでみると）ナラの強度は群を抜いており、
メジロカバ、タモ、イタヤカエデ等も、比較的高い強度を有している。



・(株)カンディハウスから旭川市工芸センターが依頼を受けた、
椅子の強度試験結果より

繰返し衝撃荷重試験
（ｍマーク試験（財団法人 生活用品振興センター ※旧規格）に準拠）

４－２ 製品強度試験

20～30回／分

おもり

おもりの重量： 60kg
おもりの位置： 座面中央
前脚引上げ高さ：３cm

衝 撃 回 数： 12,000回(※)

※規定の衝撃回数は4,000回だが、

㈱カンディハウスではハードな使用を想定し、
自社基準として12,000回を設定している。



繰返し衝撃荷重試験



○：異状なし
▲：軽微な異状あり
×：大きな異状あり・試験中止

WING サン TEN チャレンジ ルントオム コタン キーラ

1 ナラ等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 タモ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ○

3 メジロカバ ○ ○ ▲ ▲ × × ×

4 ニレ ○ ○ ○ ▲ ○ × ×

5 サクラ ○ ○ ○ × ○ ×→○
接着剤変更

×

異状の内容 — —
接合部に隙
間

接合部に割
れ 仕口抜け 仕口抜け

接合部に
割れ等

●製品強度試験結果



●製品強度試験結果のまとめ

・材料強度が高いナラ、タモ等は、製品強度も高い。

・ただし、単純に材料強度が高いほど製品強度が高いとは限らない。

・材料強度が低い材でも、
製品形状や構造によっては十分に耐える場合がある。

・接着剤の変更により強度が向上する場合がある。
（アルファオレフィン系 → 水性ビニルウレタン系）



５ 家具材としての適用性の検討

a列：気乾比重文献値は、「道産木材データベース(道総研林産試験場)」による。 ただしクリは「木材の種類と特性(日本木材総合情報センター)」による。
k列：参考価格は、銘木市での原木取引価格（H25～R3年度の平均値）

＜樹種特性のまとめ＞

●強度、流通量のほか、木肌の特徴やコストなども含めて考えながら、 活用を進める樹種の候補を絞っていく。

a b c d e f g h i j k

No. 樹 種

比重(全乾) 材料強度（kgf/cm2）青字はデータ幅
製品強度 流通量 参考価格

青字は気乾比
重文献値

曲げ強さ せん断強さ
圧縮せん断接着力(及び破

断率)
表面硬さ

柾目 板目 柾目 板目 柾目 板目 （千円/㎥）

1 ナラ
0.71 1,830 190 208 143(100) 157(55) 21 27 

強い 27.0 58.4
0.68 1,549～2,075 156～212 141～263 80～180 135～170 18～25 20～35

2 メジロカバ
0.66 1,643 219 220 167(100) 198(80) 16 25 弱い

(製品形状等による)
15.8 44.9

0.67 1,585～1,755 210～226 153～263 147～200 158～220 15～17 19～31

3 タモ
0.66 1,470 173 196 156(85) 192(60) 21 23 

強い 11.0 58.5
0.55 1,209～1,649 164～184 187～206 81～218 136～231 18～23 16～33

4 イタヤカエデ
0.64 1,290 189 224 155(55) 131(55) 21 30 

－ 3.5 31.9
0.65 1,002～1,538 148～223 126～264 146～162 84～247 19～23 25～35

5 ニレ
0.60 1,048 144 145 140(45) 124(85) 16 18 やや弱い

(製品形状等による)
2.5 26.8

0.63 792～1,366 95～165 80～167 105～167 94～139 12～19 14～25

6 サクラ
0.59 1,110 148 176 94(90) 126(90) 21 27 やや弱い

(製品形状等による)
0.7 30.1

0.62 740～1,270 121～169 150～210 52～169 86～205 17～29 23～35

7 セン
0.52 990 141 126 106(100) 84(55) 12 14 

－ 6.5 47.9
0.52 912～1,049 105～154 114～136 67～150 62～137 9～16 10～19

8 シナ
0.49 952 91 100 93(100) 98(90) 7 11 

－ 4.6 29.3
0.50 916～983 85～95 89～110 51～123 64～135 6～9 8～12

9 ホオ
0.48 997 103 122 104(100) 113(100) 7 11 

－ 1.2 30.8
0.49 842～1,081 89～124 113～135 52～144 43～168 4～10 9～15

10 クルミ
0.48 820 138 159 127(50) 112(60) 14 22 

－ 1.7 53.2
0.53 694～897 109～165 141～169 100～148 68～156 12～18 18～25

11 クリ
0.47 715 123 132 102(100) 115(95) 12 19 

－ － －
0.55 641～747 79～142 106～161 79～115 103～143 8～18 10～26

12 キハダ
0.46 850 110 134 124(80) 104(75) 7 9 

－ 0.6 28.4
0.49 735～1,003 65～152 119～154 67～134 131～165 3～10 6～13

13 ハン
0.44 918 103 100 79(100) 78(100) 6 8 

－ － －
0.53 863～970 94～121 91～113 38～114 36～113 4～8 6～10

14 カツラ
0.44 820 116 119 85(90) 94(95) 9 11 

－ 2.3 35.2
0.50 514～1,108 100～125 88～135 40～134 65～121 6～14 8～13

参考 ウォールナット
0.55 992 154 152 161(94) 142(94) 17 21 

強い 1.1～1.4 －
0.63 874～1,127 130～179 111～172 135～181 89～176 15～20 16～25



●家具材としての利用が少ない樹種のうち、以下の４樹種を候補として、
当面、(株)カンディハウスにより製品化を進める。

６ 活用を進めていく樹種の候補

樹 種 材料強度 流通量 特 徴

メジロカバ 高め 多め

・材料強度が高く流通量も多い。

・製品強度が弱い傾向にあるので、形状や接着剤等の

工夫が必要か。

ニ レ
・はっきりしたきれいな木目。
・北海道が主産地であり、ブランド化しやすい。

サクラ 少なめ
・上品で落ち着いた肌目。
・流通量は少なめ。

セ ン 低め

・白っぽい上品な肌目。
・北海道に良材が多く、ブランド化しやすい。
・材料強度は低め。テーブル天板などへの使用が適当か。

●(株)カンディハウスの実績に先導されるかたちで、他のメーカーでも新たな樹種の活用が
進んでいくことを期待する。

やや
少なめ

やや
多め



●原木仕入れから用材として販売するまでには約２年を要するため、
新たな樹種の活用に当たり、メーカー側は、２年先を見越した需要量の予測が必要。

７ 材料調達の方法

カンディハウス 製材業者

旭川家具工業
協同組合

各メーカー

自社分の需要量を予測

約２年

当面の対象樹種
・メジロカバ
・ニレ
・サクラ
・セン

カンディハウス以外の
メーカーも、カンディ
ハウスと同じ価格で購
入可能に。

材料確保

材料確保

共同購買 販 売

需要量予測を踏まえて
原木を仕入れ

製材・乾燥



●北海道の森林面積の過半数は国有林。

●国有林内には良質な広葉樹が豊富に生育していると見込まれるが、
これらは針葉樹の伐採に伴い少量が副次的に発生するにとどまっている状況。

↓ ↓

国有林内に眠る良質な広葉樹をいかにして市場に流通させ
るか が課題。

林業と流通と需要の（川上 川中 川下）バランスの取れた
循環型の政策が重要。

８ 今後の広葉樹の安定供給に向けて



→国有林に対する要望活動の実施

●要望先 北海道森林管理局

●要望者 旭川市、旭川地方木材協会、旭川林産協同組合、
旭川家具工業協同組合

●要望内容 １ 国有林からの計画的・安定的な広葉樹の供給

２ 将来に渡る広葉樹資源の確保

３ 家具産地である旭川地域の木材需要を把握し、
それらを今後の供給計画に反映



令和６年７月10日
旭川市長とともに、北海道森林管理局を訪問

𠮷村洋局長へ要望書を手渡し、意見交換



９ 研究会活動のまとめ

●旭川家具の材料として より広範な種類の道産広葉樹を活用することを目指して、
木材業界、家具業界、公設試験研究機関が連携して研究会を立ち上げた。

●銘木市での取引実績をもとにした流通量の把握と、
強度試験の実施による樹種強度の把握を行った。

●新たに活用を進める樹種として、メジロカバ、ニレ、サクラ、センを当面の候補とし、
(株)カンディハウスが先導的に製品化を進めていくこととした。

●将来に渡って良質な広葉樹が安定的に供給されるよう、
道内森林面積の過半数を占める国有林に対し、
関係機関が連名で要望活動を行うこととした。



北海道産広葉樹の活用



旭川家具工業協同組合 事業説明ビデオ



2025年度の最新のグラフに差し替え





旭川家具工業協同組合主催  植樹祭



















Lifestyle Scene



Workstyle Scene



カンディハウスが主力で活用する北海道産広葉樹 3樹種

北海道産ナラ 北海道産タモ 北海道産カバ



北海道産広葉樹 2024年新3樹種を採用

北海道産ニレ 北海道産サクラ 北海道産セン





81.6%

カンディハウスにおける北海道産広葉樹材使用量の推移（2014年ー2025年）

10.3%



スコープ及びカテゴリー別毎排出割合

CO2(ton) 割合

スコープ１ 直接排出（化石燃料消費） 45.40 1.28%

スコープ２ 間接排出（購入電力、熱 ） 788.68 22.29%

カテゴリ１ 購入した製品・サービス 1,670.72 47.22%

カテゴリ２ 資本財 122.07 3.45%

カテゴリ３ エネルギー関連活動 該当なし 0.00%

カテゴリ４ 輸送、配送（上流） 99.95 2.82%

カテゴリ５ 事業から出る廃棄物 0.42 0.01%

カテゴリ６ 出張 68.15 1.93%

カテゴリ７ 雇用者の通勤 173.02 4.89%

カテゴリ８ リース資産（上流） 200.99 5.68%

カテゴリ９ 輸送、配送（下流） 205.87 5.82%

カテゴリ１０ 販売した製品の加工 該当なし 0.00%

カテゴリ１１ 販売した製品の使用 該当なし 0.00%

カテゴリ１２ 販売した製品の廃棄 20.79 0.59%

カテゴリ１３ リース（下流） 142.13 4.02%

カテゴリ１４ フランチャイズ 該当なし 0.00%

カテゴリ１５ 投資 該当なし 0.00%

3,538.17 100.00%

項目

総計

スコープ１

1.28%

スコープ２

22.29%

カテゴリ１

47.22%

カテゴリ２

3.45%

カテゴリ４

2.82%

カテゴリ５

0.01%

カテゴリ６

1.93%

カテゴリ７

4.89%

カテゴリ８

5.68%

カテゴリ９

5.82%

カテゴリ１２

0.59%

カテゴリ１３

4.02%

カテゴリ１４

0.00%

CO2総排出量約3,538トン（2024年)



CO2排出量 輸入材から北海道産材広葉樹に切替10年で約63％の削減



2025年度の最新のグラフに差し替え

北海道産広葉樹 6樹種使用割合

※2025年時点



北海道産広葉樹の持つ価値や製品特性の強みを発信



北海道産広葉樹の持つ価値や製品特性の強みを発信



北海道産広葉樹の持つ価値や製品特性の強みを発信





NF DGY DBR BLWNF GY MBR

塗装色研究開発 北海道産広葉樹対応7色の開発



塗装色研究開発 北海道産広葉樹対応7色の椅子塗装仕上実例



北海道産広葉樹材料の有効活用 小径木幅ハギ合わせ



北海道産広葉樹材料の有効活用 チェアー段積笠木



北海道産広葉樹材料の有効活用 長手縦継ぎ



北海道産広葉樹材料の有効活用 集成材



2025年度の最新のハグの写真や
ウッドデザインに関する情報を入れる

HUGチェアー  ウッドデザイン賞 2025 奨励賞受賞（ハートフルデザイン部門）  



HUGチェアー  ウッドデザイン賞 2025 奨励賞受賞（ハートフルデザイン部門）  

2025年度の最新のハグの写真や
ウッドデザインに関する情報を入れる



新規事業 北海道産広葉樹 未利用材有効利用 木製樽12樹種 「北海道バレル」



新規事業  北海道産広葉樹 未利用材有効利用 木製樽12樹種 「北海道バレル」

※HB-250L



ワイナリー道内42ヶ所
ウィスキー蒸留所道内16ヶ所（全国107ヶ所）

・北海道内ワイナリー ・北海道内ウィスキー蒸留所

• 1-1. ニッカウヰスキー 余市蒸溜所
• 1-2. 堅展実業 厚岸蒸溜所
• 1-3.㈱エイジ 北海道自由ウイスキー㈱ 紅櫻蒸溜所
• 1-4. 八海醸造 ニセコ蒸溜所
• 1-5. カムイウイスキー株式会社 利尻蒸留所
• 1-6.㈱エイジ MAOI株式会社 馬追蒸溜所
• 1-7. BEHIND THE CASK ディ・トリッパー蒸留所
• 1-8.ベンチャーグレイン 苫小牧蒸留所（イチローズモルト）
• 1-9.米国IJW傘下シダーフィールド 名称不明
• 1-10.㈱エイジ 北海道ウヰスキー株式会社 千歳蒸溜所
• 1-11.長谷川産業 十勝蒸留所
• 1-12.WHISTECH㈱ 上富良野蒸留所
• 1-13.札幌酒精工業 札幌工場
• 1-14.大樹町2024年8月開設ウイスキー蒸留所（堀江氏）
• 1‐15.八雲町2024年度開設ウイスキー蒸留所（町と企業）
• 1-16.余市町 ㈱あるやうむ リタファーム＆ワイナリー
• （ウイスキー）

https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc2
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc2
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc2
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc2
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc2
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc2
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc6
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc6
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc6
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc6
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc6
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc6
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc10
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc10
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc10
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc10
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc10
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc10
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc10
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc10
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc11
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc11
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc11
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc11
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc11
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc11
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc14
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc14
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc14
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc14
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc14
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc14
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc15
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc15
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc15
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc15
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc15
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc15
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc15
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc15
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc15
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc16
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc16
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc16
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc16
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc16
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc17
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc17
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc17
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc17
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc17
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc17
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc18
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc18
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc18
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc18
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc18
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc18
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc18
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc18
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc19
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc19
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc19
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc19
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc19
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc19
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc19
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc19
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc20
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc20
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc20
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc20
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc20
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc20
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc21
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc21
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc21
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc21
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc21
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc21
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc22
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc22
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc22
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc22
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc22
https://jpwhisky.net/japanesedistillery-1447/#toc22


新規事業  家具製造過程端材利用 ６樹種燻製チップ「北海道燻製珈琲」





新規事業  家具・革製品製造過程端材利用 アートオブジェ「コソンコクス」



デザイナー

倉本 仁 
KURAMOTO JIN STUDIO

アートディレクター

谷内 晴彦
デセグノ
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北海道産広葉樹利用促進研究会 構成員名簿

（参考資料）

所 属 等 氏 名

旭川林産協同組合 理事長 高橋 秀樹

（昭和木材(株) 取締役部長） 松村 崇弘

事務長 宮島 真

旭川家具工業協同組合 理事長 藤田 哲也

副理事長（前） 長谷川 将慶

副理事長（現） 佐々木 雄二郎

理事 關口 洋平

（(株)カンディハウス 取締役 製造本部長） 吉田 拓也

専務理事 杉本 啓維

道総研 森林研究本部 林産試験場 資源・システムグループ 主査 大崎 久司

旭川市工芸センター 所長（前） 鈴木 三千仁

所長（現） 内田 和博

所 属 等 氏 名

北海道大学工学研究院 機械材料システム 教授 佐藤 太裕

ノーステック財団 チーフコーディネーター 扇谷 悟

北海道林産技術普及協会 専務理事 菊地 伸一

森林研究・整備機構 森林総合研究所 チーム長 杉山 真樹

北海道支所 チーム長 天野 智将

九州支所 主任研究員 横田 康裕

(株)商工組合中央金庫旭川支店 支店長（前） 石川 貴広

支店長（現） 結城 和浩

営業課長 松永 貴史

営業課 営業主任 高橋 一真

公立はこだて未来大学 システム情報科学部 准教授 吉田 博則

（オブザーバー等）



開催日等 主な内容

R4.11.30 第１回 研究会発足，銘木市取引状況の紹介，話題提供（林産試験場より）

R4.12.21 第２回 材料試験結果の紹介，話題提供（ノーステック財団より）

R5. 1.25 第３回 材料試験結果の紹介，話題提供（森林総合研究所より）

R5. 2.15 第４回 話題提供（林産試験場，北海道大学工学研究院より）

R5. 3.22 第５回 銘木市見学会

R5. 4.18 第６回 製品試験結果の紹介

R5. 5.16 第７回 中間とりまとめ

R5. 6.27 家具組合への報告 中間とりまとめの内容を家具組合加入企業へ説明

R5. 8.22 分科会第１回 需要量予測について

R5. 9.20 分科会第２回 需要量予測，国有林に関する要望書について

R5.11.14 第８回 分科会での検討内容の報告，話題提供（公立はこだて未来大学，カンディハウスより）

R5.12.19 第９回 最終とりまとめ，話題提供（森林総合研究所より）

北海道産広葉樹利用促進研究会 活動の経緯

研究会
銘木市見学会

（参考資料）



「北海道産広葉樹活用プロジェクト」事業目的と活動

目的

・北海道の森で広葉樹を循環させるため山林育成へ原資が行き渡り、より良い北海道の
森づくりに貢献する

・パルプの原料やバイオマス発電の燃料丸太の中から、価値ある木材として活用する

活動

①主伐や間伐、皆伐の際に発生するチップ用の広葉樹丸太を、北海道全域から集める
 これらの丸太は、主に森林組合が管理する民有林から供給されている

（一部、国有林・道有林・市町村林、企業自社林も）

②集材した広葉樹丸太を産地ごとに管理 → 原産地から製品までのトレーサビリティを
確保する製品価値を「樹種」ではなく「産地」にする

③ICTを活用し端材の利用情報を共有：ECサイトの立ち上げ製材工場で発生した端材を
家具や建具、さらにクラフトや樽材など用途別に振り分け活用

④スマート林業を推進するとともに、広葉樹流通のデジタル化に取り組む

   



新規事業 北海道産広葉樹 未利用材有効利用「北海道バレル」

〇集材・生産について

• 製造：カンディハウスとの業務提携で安定した樽製造の生産体制を確立

• 集材：ノーザンフォレストから多様な北海道産広葉樹木材の集材と材量確保を確立

〇事業プラン

・様々な樹種の北海道産広葉樹材を使用した樽の提供

・トレーサビリティを保った12種類以上の北海道産広葉樹材を使用した樽を製造する

【ミズナラ、サクラ、ニレ、セン、タモ、カバ、ハン、シナ、キハダ、アカシア、

クルミ、イタヤ】

試作中の樹種：アサダ、シラカバ、ホウ、ドロノキ、コブシ、ミズキ、クリ、カツラ

・家具製造の技術（サネ加工など）を活かした独自の製造技術を開発する

・今年早々に2.5L、３０Lのミニ樽製造販売を行う。現在２5０Lの樽を試作中

・将来的に、旭川地域での生産協力工場と共に樽生産を「地域産業」として発展させる
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